
お願い

主が私達を救つて下さつたのは、救われた兄弟姉妹を通して主を述べ伝える
為でした。その為、主は兄弟姉妹に御自身の命を分け与え、その命の働きを世
に示す事にあったのです。私達はこの主の命を受ける事でこの世から召し出さ
れました。私達を通して主を証しするためです。

証しは、主への信頼無くしては不可能であり、人間の考えている事を話す
のではなく、決して上手に話す事でもなく、人々に理解して戴くために話すも
のでもありません。内に住まわれる主の命の働きが、聞く人々の心を開き、そ
の主の命の働きを知って主に栄光を帰す為です。
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主が来られる日が近い今、多くの兄弟姉妹が望んでおられる事は、主の御働き
を共に体験する事です。主に信頼するが故に語られる兄弟姉妹を通して働かれ
る主の命の働きを喜び主の御名を共に褒め称える為なのです。

これから証しをする兄弟姉妹にお伝えします。証は15分～20分で充分です。
説明も最小限度で充分です。聞く方々を楽しませる必要はありません。主のお
働きになった事を証ししてください。

次に、福音集会についてお願いします。司会の兄弟方は何か特別な事を話す
必要はありません。メッセージや証しをする兄弟姉妹の紹介、そして祈りと賛
美をお願いします。同様にメッセージをする兄弟方のメッセージは長くても3
0分以内でお願いします。福音集会の限られた時間内で複数の兄弟方がメッセ
ージをされますのでこの点を是非留意して下さい。

礼拝も、福音集会も、全ては主のもので私達は用いられる器です。これから
も主だけを仰ぎ見て集会に参加して戴きたくお願いします。

十字架のことばは、減びに至る人々には愚かであつても、救いを受

ける私たちには、神の力です。私たちは十字架につけられたキ リス

トを宣べ伝えるのです。イエス・ キリス ト、すなわち十字架につけ

られた方のほかには、何も知らないことに決心したからです。
(Iコ リントより)
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